
 ランチョンセミナーは2日間、5会場で開催。2日目の日本慢性期医療協会主催のセミ
ナーでは武久洋三名誉会長が講演

「全国住みたい町ランキング」12年連続第１位の、進化する海辺の大
都市横浜に集結して、2日間慢性期医療の神髄に触れましょう！

 600題を超える一般演題のプログラムはポスターセッションを中心に構成
 「慢性期リハビリテーション学会」と同じ学会長で同時開催は初めて

11月14日(木)メイン会場

１０ ： ２０ ～１２ ： ２０   シンポジウム １ 「どうなる？今後の医療・介護提供体制」

１３ ： ３０ ～１４ ： ３０   学会長対談 「サイエンス・アートの調和と統合」

１４ ： ４０ ～ １６ ： ３０ シンポジウム ２ 「慢性期医療における緩和ケアと慢性疼痛管理」

１６ ： ４０ ～ １８ ： ３０  シンポジウム ３ 「慢性期医療における特定看護師」の活躍の場

山本則子先生（東京大学大学院医学系研究科教授）×矢野諭学会長

（共催：日本緩和薬学会）

11月15 日(金)メイン会場
  ９ : ００ 〜１０ : ００ 特別講演 「診療報酬・介護報酬同時改定と口腔・栄養・リハビリテーションの

一体的 取り組み」

      三浦公嗣先生(日本健康・栄養システム学会 理事長)

１０ ： １０～１２ ： １０ シンポジウム ４ 「慢性期医療の現場における臨床倫理」

１３ ： ２０～１５ ： ２０ シンポジウム ５ 「慢性期医療の質をいかに評価するか」

11月14日 (木)第二会場

１３ ： ３０～１４ ： ５０ 日本介護医療院協会セミナー
  「介護医療院の現状と経営戦略」

15 ： ００～１６ ： ２０    シンポジウム６  第12回慢性期リハビリテーション学会 シンポジウム
    「これからの慢性期リハビリテーション」

１６ ： ３０～１８ : ３０  シンポジウム７  地域病病連携推進機構シンポジウム
  「高齢者救急における病病連携の現状と課題」
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